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プ
製
品
は
必
須
だ
っ
た
。

15
世
紀
半
ば
か
ら
17
世
紀
半
ば
ま
で
の

大
航
海
時
代
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
大
西

洋
貿
易
や
ア
ジ
ア
貿
易
を
支
え
た
の
は
、

ヘ
ン
プ
が
万
能
な
農
作
物
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
を
物
語
っ

て
い
る
の
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
都
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
高
さ
60
ｍ
の
コ
ロ
ン
ブ

ス
の
記
念
碑
だ
。
よ
く
見
る
と
、
エ
ン
ブ

レ
ム
の
上
部
に
２
本
の
ヘ
ン
プ
が
飾
ら
れ

て
い
る
（
図
２
）。

ま
た
、
２
０
１
２
年
に
は
、
総
面
積
４

３
２
㎡
、
８
０
０
０
点
以
上
の
展
示
規
模

を
誇
る
大
麻
博
物
館
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
運
営
す
る
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る
世
界

最
大
の
大
麻
博
物
館
と
同
じ
経
営
体
で
、

ス
ペ
イ
ン
国
内
の
ヘ
ン
プ
の
栄
枯
盛
衰
だ

け
で
な
く
、
世
界
各
国
の
歴
史
を
紹
介
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
コ
ー
ナ
ー
に

は
ヘ
ン
プ
の
縄
や
布
を
使
っ
て
い
た
当
時

の
戦
国
武
将
の
鎧
や
武
士
の
裃
な
ど
が
並

べ
ら
れ
て
い
る
。

子
は
乗
組
員
に
と
っ
て
は
タ
ン
パ
ク
質
に

富
ん
だ
食
べ
物
で
あ
り
、
発
見
し
た
土
地

に
植
え
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
ヘ
ン
プ
紙
に
印
刷
さ
れ
た
聖
書
を
持

ち
込
み
、
船
内
の
ラ
ン
プ
は
ヘ
ン
プ
オ
イ

ル
で
灯
さ
れ
る
な
ど
、
外
洋
の
荒
波
の
力

と
海
水
に
耐
久
性
を
も
つ
ヘ
ン
プ
な
し
で

は
大
航
海
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
（
図
１
）。

新
大
陸
発
見
後
、
北
米
・
中
米
・
南
米

大
陸
や
ア
フ
リ
カ
に
植
民
地
を
拡
大
し
て

い
た
ス
ペ
イ
ン
王
朝
は
、
１
７
７
７
年
か

ら
１
８
１
０
年
に
か
け
て
、
領
土
全
域
で

ヘ
ン
プ
栽
培
に
補
助
金
を
支
給
し
た
。
チ

リ
や
メ
キ
シ
コ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
栽

培
が
促
進
さ
れ
、
拡
大
す
る
需
要
に
応
え

た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ

の
イ
ン
ド
航
路
開
拓
や
世
界
一
周
を
成
し

遂
げ
た
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
の
航
行
に
も
ヘ
ン

大
航
海
時
代
を
支
え
た
農
作
物

人
口
４
６
０
０
万
人
の
ス
ペ
イ
ン
。
国

土
面
積
は
日
本
の
約
１
・
３
倍
で
、
農
地

は
そ
の
53
％
を
占
め
る
。
大
麦
や
小
麦
、

ブ
ド
ウ
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
の
生
産
が
盛
ん

な
農
業
国
で
あ
る
。
近
年
の
ヘ
ン
プ
栽
培

は
低
調
だ
が
、
へ
ン
プ
製
品
の
利
用
拡
大

に
長
年
貢
献
し
て
き
た
。

ヘ
ン
プ
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
は
、

１
１
５
０
年
に
ム
ー
ア
人
（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
）
が
古
代
都
市
バ
レ
ン
シ
ア
近
郊
の
欧

州
初
の
製
紙
工
場
で
ヘ
ン
プ
紙
を
作
っ
た

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
バ
レ
ン
シ
ア
州
の

町
カ
ジ
ョ
サ
・
デ
・
セ
グ
ラ
は
、
１
３
０

０
年
代
か
ら
世
界
最
大
の
ヘ
ン
プ
・
ロ
ー

プ
、
網
、
糸
の
生
産
地
と
し
て
栄
え
、“
ヘ

ン
プ
都
市
”
と
呼
ば
れ
た
。

15
世
紀
に
入
る
と
、
地
中
海
貿
易
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
同
国
は
、
隣
国

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
競
う
よ
う
に
、
船
団
を

組
ん
で
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
等
へ
の
航
海

を
繰
り
広
げ
た
。
１
４
９
２
年
に
米
大
陸

に
到
達
し
た
こ
と
で
有
名
な
コ
ロ
ン
ブ
ス

の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
を
は
じ
め
と
す
る
当

時
の
帆
船
に
は
、
帆
布
と
ロ
ー
プ
に
ヘ
ン

プ
が
使
わ
れ
、
甲
板
の
隙
間
に
は
船
の
水

密
性
を
保
つ
た
め
に
ヘ
ン
プ
繊
維
が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
た
。
中
型
の
帆
船
１
隻
に

つ
き
、
60
～
80

t
の
ヘ
ン
プ
繊
維
が
ロ
ー

プ
に
使
わ
れ
、
６
～
８
t
の
ヘ
ン
プ
製
帆

布
を
毎
年
張
り
替
え
て
い
た
と
い
う
。
種
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の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
王
国
令
１
７

２
９
／
１
９
９
９
に
よ
っ
て
、
低
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
の
品
種
を
認
定
し
、
栽
培
免
許
制
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
体
制
な
ど
を
整
え
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
の
意
欲
的
な
農
場

が
新
規
参
入
し
た
も
の
の
、
繊
維
と
オ
ガ

ラ
を
分
離
す
る
一
次
加
工
場
の
設
備
投
資

が
過
大
で
あ
る
こ
と
や
、
認
定
品
種
の
種

子
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
な
ど
を
理
由
に
、
栽
培
面
積
は

大
き
く
拡
大
し
な
か
っ
た
。
ヘ
ン
プ
・
パ

ル
プ
を
生
産
し
続
け
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
フ

ラ
ン
ス
と
同
様
に
世
界
的
な
大
麻
禁
止
の

流
れ
を
受
け
た
全
面
禁
止
を
行
な
わ
な
か

っ
た
た
め
、
栽
培
解
禁
と
い
う
あ
る
種
の

ブ
ー
ム
を
起
こ
せ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

欧
州
最
大
の
大
麻
専
門
の 

見
本
市
を
毎
年
開
催

一
方
で
、
ス
ペ
イ
ン
が
世
界
的
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
、
02
年
か
ら
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ス
パ

ナ
ビ
ス
（Spannabis

）」
と
い
う
欧
州

最
大
の
大
麻
専
門
の
見
本
市
だ
。
衣
服
や

食
品
、
化
粧
品
、
建
材
、
農
業
、
品
種
な

ど
の
産
業
用
途
だ
け
で
な
く
、
医
療
用
、

嗜
好
用
に
も
力
点
を
置
く
。
最
新
の
ヘ
ン

プ
、
カ
ン
ナ
ビ
ス
の
研
究
成
果
が
発
表
さ

れ
、
一
般
消
費
者
向
け
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
品

評
会
や
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
だ
け
で
な
く
企
業
間
の
ビ
ジ

栽
培
・
品
種
の
近
代
化
は 

ヘ
ン
プ
・
パ
ル
プ
の
お
か
げ

１
９
０
０
年
代
に
な
る
と
帆
船
は
蒸
気

船
に
移
り
、
60
年
代
以
降
に
は
化
学
繊
維

が
普
及
し
た
。
製
紙
業
で
も
、
木
材
パ
ル

プ
を
使
っ
て
大
量
生
産
す
る
技
術
が
確
立

さ
れ
る
と
、ヘ
ン
プ
の
需
要
は
激
減
し
た
。

劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
ヘ
ン
プ
に
、
大
き
な

需
要
を
生
み
出
し
た
の
が
セ
レ
サ
社
だ
っ

た
。
同
社
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
拠
点
を
置

き
、
52
年
に
稲
わ
ら
パ
ル
プ
の
製
造
を
手

が
け
て
以
来
、
67
年
に
フ
ラ
ッ
ク
ス
（
亜

麻
）・
パ
ル
プ
、
68
年
に
ヘ
ン
プ
・
パ
ル

プ
の
製
造
を
開
始
し
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
非
木
材
繊
維
パ
ル
プ
の
製
造
に
特
化

し
て
き
た
。

現
在
、
一
般
的
な
印
刷
用
紙
は
木
材
パ

ル
プ
か
ら
製
造
さ
れ
る
が
、
タ
バ
コ
の
巻

紙
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル

タ
ー
、
電
子
機
器
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
デ

ン
サ
紙
、
化
粧
用
お
よ
び
医
療
用
の
不
織

布
、
自
動
車
燃
料
の
ろ
紙
、
紙
幣
な
ど
の

特
殊
紙
に
は
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
や
ヘ
ン
プ
、

ジ
ュ
ー
ト
麻
、
マ
ニ
ラ
麻
な
ど
の
非
木
材

繊
維
パ
ル
プ
を
原
料
に
用
い
る
。
木
材
パ

ル
プ
に
比
べ
て
非
木
材
パ
ル
プ
は
、
繊
維

が
長
く
、
低
密
度
で
不
透
明
度
が
高
い
と

い
う
特
性
を
も
つ
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
ー
や

絶
縁
紙
に
適
し
て
い
る
の
だ
。
な
か
で
も

ヘ
ン
プ
・
パ
ル
プ
は
、
着
火
し
た
と
き
に

中
身
の
葉
タ
バ
コ
と
巻
紙
と
が
同
時
に
燃

え
て
い
く
こ
と
か
ら
、
刻
み
タ
バ
コ
の
巻

紙
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

大
手
タ
バ
コ
メ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

モ
リ
ス
社
は
、
ヘ
ン
プ
・
パ
ル
プ
に
よ
る

特
殊
紙
を
い
ま
で
も
採
用
し
て
い
る
。

欧
州
共
通
農
業
政
策
に
フ
ラ
ッ
ク
ス
と

ヘ
ン
プ
の
項
目
が
設
定
さ
れ
た
の
は
70
年

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
制
度
を
利

用
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
内
で
の
ヘ
ン
プ
栽
培

は
72
年
に
始
ま
っ
た
。
当
時
は
国
内
産
に

加
え
て
フ
ラ
ン
ス
で
収
穫
さ
れ
た
ヘ
ン
プ

繊
維
も
ほ
と
ん
ど
が
同
社
の
紙
パ
ル
プ
の

用
途
に
使
わ
れ
て
い
た
。
欧
州
に
お
け
る

栽
培
、
収
穫
、
繊
維
の
分
離
工
程
で
の
機

械
化
が
進
ん
だ
の
は
、
同
社
が
年
間
１
０

０
０
ｔ
以
上
の
ヘ
ン
プ
繊
維
を
求
め
た
お

か
げ
で
あ
る
。
欧
州
随
一
の
ヘ
ン
プ
栽
培

国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
機
械
化
に
対
応
す
る

品
種
改
良
も
大
き
く
進
展
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
で
も
、
国
内
の
作
付
面
積
が

３
０
０
～
９
０
０
ha
で
推
移
し
た
90
年
代

に
、
欧
州
各
国
と
同
じ
く
産
業
用
ヘ
ン
プ

ネ
ス
交
流
を
も
推
進
す
る
と
い
う
全
方
位

な
企
画
が
多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
実
質
的
に
非
犯
罪
化
さ

れ
て
い
た
大
麻
の
自
家
栽
培
や
所
持
が
、

15
年
７
月
に
改
正
さ
れ
た
市
民
安
全
保
障

法
で
よ
う
や
く
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
の
地

の
利
を
生
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
連
携
し

て
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
へ
の
情
報
発
信
を
重

視
し
て
い
る
。

19
年
３
月
に
は
、
起
業
家
や
投
資
家
の

た
め
の
国
際
大
麻
ビ
ジ
ネ
ス
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｃ
）
の
第
７
回
会
議
と
共
同
で
開
催
さ

れ
、
３
日
間
で
約
３
０
０
社
が
出
展
し
、

３
万
人
以
上
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

米
国
の
大
麻
専
門
メ
デ
ィ
ア
「
ハ
イ
タ
イ

ム
ズ
」
が
買
い
取
り
を
画
策
す
る
ほ
ど
、

企
画
力
や
集
客
力
に
秀
で
た
存
在
に
な
っ

て
い
る
。世
界
各
国
の
法
制
度
が
ヘ
ン
プ
、

カ
ン
ナ
ビ
ス
産
業
の
発
展
の
足
か
せ
と
な

っ
て
い
る
な
か
で
、
変
革
の
波
の
発
信
源

と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
。

図４：スパナビス2019と第７回国際大麻ビジ
ネス会議（IHBC）の会場の様子

図３：セレサ社製のヘンプ・パルプを
使ったタバコの巻紙

参考URL：http://www.spannabis.com


